
 1 

議会運営委員会 
 

日 時   平成２８年８月２９日（月）午前１０時～ 

場 所   第３委員会室 

 

 

１ 平成２８年９月亀岡市議会定例会について 

 （１）招集告示  ８月２９日（月） 告示第  号 

 （２）開  会  ９月 ５日（月） 

 

 

２ 議案の概要説明について 

 

 

３ 定例会日程 …【別紙№１】 

 （１）一般質問通告期限 ９月 ５日（月）正午 

一般質問順序・・・①緑風 ②公明 ③新清流 ④共産 

（２）請願書提出期限  ９月 ５日（月）午後５時 

（３）質疑通告期限   ９月１３日（火）一般質問終了時 

（４）意見書等提出期限 ９月２８日（水）午前１０時 

（５）討論通告期限   ９月２８日（水）午後４時 

  （６）市民憲章唱和    ９月１３日（火）午前９時５０分 

◎唱和代表 田中議員 

 

 

４ 開会日（９月５日）議事日程 

   諸報告 

   第１ 会議録署名議員指名（木曽議員、湊議員） 

   第２ 会期決定（２５日間） 

   第３ 第１号議案から第５６号議案まで（提案理由説明） 

◎諸報告 

 ・予算継続費の精算報告（１件） 

・地方自治法第１８０条関係（４件） 

・監査結果報告（例月） 

     ・理事者出席要求 

 

 

 

【裏面に続く】 
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５ 一般質問通告について 

（１）通告書について 
〇記入注意事項 …【別紙№２】 
〇事務局へメール送信 

（２）質問時間 答弁を含め１人４５分 
 （３）会派内質問順序 ９月２日（金）までに事務局へ連絡 

 

 

６ 陳情・要望について 

○なし 

 

 

７ 決算審査について 

（１）事務事業評価について …【別紙№３～７】 

（２）亀岡市総合戦略に係る交付金事業の説明について …【別紙№８】 

 

 

８ その他 

    ○エコオフィス期間 

    ○写真撮影許可 

    ○本日（８／２９）の予定 

      午後 会派会議終了後 ⇒ 広聴部会、広報広聴会議、広報部会 

    ○議会運営委員会予定 

      ９月 ２日（金）10:00（議会基本条例検討） 

      ９月１２日（月）14:00 議会運営委員会事前調整（正副委員長のみ） 

９月１３日（火）一般質問終了後 

９月２８日（水）13:00 議会運営委員会事前調整（正副委員長のみ） 

９月２８日（水）14:00  

９月２９日（木）午前中 決算分科会委員長会議終了後 

 



日 曜日 会 議 等 備　　考

 8/26 金
10:00～　市長・議長議案調整
11:00～　議運事前調整

議案概要

27 土

28 日

29 月 【招集告示】

10:00～　議会運営委員会（市長出席）・幹事会　 議案

13:30～　会派会議　終了後 広聴部会、広報広聴会議、広報部会

30 火

31 水

9/1 木

2 金 10:00～　議会運営委員会（基本条例検討）

3 土

4 日

5 月 10:00～　【本会議（開会、諸報告、署名議員、会期、提案理由）】 議事日程、監査報告

＜12:00 一般質問通告期限＞＜17:00 請願書提出期限＞ 出席要求、提案理由

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月 13:00～　市長・議長議案調整（追加議案） 追加議案概要

14:00～　議運事前調整　

13 火 【本会議（一般質問）】　　　 議事日程

（一般質問終了後）議会運営委員会（市長出席）・幹事会 付託表、請願文書表

　＜一般質問終了時  質疑通告期限＞ 追加議案

14 水 【本会議（一般質問）】　　　 議事日程

15 木 【本会議（一般質問、提案理由、質疑、付託） 議事日程、提案理由

16 金 各常任委員会

17 土

18 日

19 月祝 （敬老の日）

20 火 10:00～　決算特別委員会 全体会（市長出席）、各分科会　

21 水 10:00～　決算特別委員会 各分科会

22 木祝 （秋分の日）

23 金 10:00～　決算特別委員会 各分科会

24 土

25 日

26 月 10:00～　決算特別委員会 各分科会

10:00～　決算特別委員会 各分科会、全体会

　　　　 決算分科会委員長会議

28 水 委員会（予備日）　　　　　 　　 　＜10:00  意見書提出期限 ＞

10:00～　市長・議長議案調整（人事議案）

11:00～  会派会議

13:00～　議運事前調整

14:00～　議会運営委員会・幹事会 人事議案、意見書案

　＜16:00  討論通告期限 ＞

29 木 10:00～　各常任委員会、決算分科会委員長会議

         議運事前調整、議会運営委員会・幹事会、会派会議 意見書案、審査結果

午後　　【本会議（委員長報告～採決、人事議案、閉会）】 議事日程

　　　　 広報広聴会議

平成２８年９月亀岡市議会定例会日程表案〔詳細版〕
【会期２５日間】

27 火
指摘要望一覧、事務事
業評価一覧

事務事業評価資料配付

主要施策の報告書配付
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平成２８年 月  日 

亀岡市議会議長 ○○○○○○ 様 

 

亀岡市議会議員 ○○○○○○ 

 

平成２８年９月定例会 一般質問通告書 

 

 

会派名：○○○○○○ （代表・個人） 

質問方法（ 一 括 ・ 一問一答 ） 

次のとおり通告します。 

 

 

質問事項 

 

質問要旨 

 

答弁者 

１ ○○○○につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 空き家の適正

管理について 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○ 

（１）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○ 

（２）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 

 

 

 

空き家の放置は、近隣の生活環境を阻害し、不審者

の侵入や放火などを誘発する恐れもある。また、災害

時に倒壊する危険や住民の避難活動の妨げにもなりか

ねない。生活環境の保全、災害時の安全確保、犯罪の

未然防止の観点から空き家の適正管理が求められる。 

（１）空き家の調査をどのような頻度で行い、市内に

長期間放置された空き家がどれくらい存在するか

把握しているか。 

（２）管理不十分な空き家は近隣住民にとって危険な

箇所と認識しているか。 

（３）空き家の所有者に対してどのような呼びかけ、

連絡を行っているのか。 

（４）空き家の管理や処分を行う条例を制定する考え

はあるか。 

 

○○ 

○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体裁 

・字体：ＭＳゴシック・フォントサイズ10・全角英数字 

・表のサイズを変えない。 

・ページがまたがる場合は表を分割しない。 

注意点（先例・申合せ１１８） 

・質問は、具体的に記載すること。 

・質問項目は、市政における一般事務の範囲内であること。 

・質問項目は、会派内で重複しないこと。 

記入のしかた 

質問事項の項ごとに

答弁者を記入 
・市長 

・担当副市長 

・病院事業管理者 

・教育長 

・所管部長 
・行政委員会の委員長等 

質問の意図が伝わるよう、まず、質問の趣旨・背景（課

題や問題点等）を３～５行以内に要約して簡潔に記入。 

（原稿をそのまま掲載しない。） 

そして、質問内容を(1)(2)…の箇条書き

の質問形で具体的に記入。 

（「～について」は質問とならない。） 

以下、例示 

質問要旨に係る項目を 

項番号（スペース）・ 

「～について」等で記入。
質問の順序は、機構の建制順

（※）を原則とするが、質問

構成の意図による順序立て

も可とする。 

※組織機構の建制順 

市長公室・企画管理部・生涯学習

部・総務部・環境市民部・健康福

祉部・産業観光部・まちづくり推

進部・土木建築部・会計管理室・

上下水道部・市立病院・教育委員

会・選挙管理委員会・公平委員会・

監査委員・農業委員会 



【目的】  

【フロー】

→評価対象とする事務事業を各分科会で選定
します。対象事業の調査を行い論点を明確に
します。

各分科会

→選定した評価対象事務事業を執行機関に通
知します。執行機関において事務事業評価資
料を作成されます。

議会→執行機関

→事務事業について資料に基づき執行機関の
説明を受け議論し、評価（拡充・現状維持・
休止等）を行い、合意形成を図ります。

　９月 ２０～２６日
（分科会審査期間）

分科会
（日程は各分科会で決定）

→分科会評価を基に委員会として評価結果を
まとめます。改善、提案等を附帯決議とする
場合には委員会で議決し、本会議に提案しま
す。

９月 　２７日（火）
　２９日（木）

委員会議決
本会議議決

→執行機関へ評価結果を送付します。 議会→執行機関

→執行機関では提言に対して市政運営の改
善、予算編成での反映等を検討し、その結果
を予算特別委員会等で議会に報告されます。

執行機関→議会当初予算審査時等

　　　　事務事業評価【平成２８年９月定例会決算審査】

　決算審査において、実施された事務事業の効率性や成果などを議会が議論し、評価することで、その
結果を今後の事務事業の点検、改善及び予算編成に活かし、より効果のある市民福祉の向上に資する事
務事業の実施を目的としています。

７～８月

８月末

定例会閉会後

評価対象事務事

業選定及び調査

評価対象事務
事業通知

事務事業
評価

評価結果まとめ

改善等対応
の報告

評価結果送付

別紙『事務事業評価』参照

※執行機関から議会への資料提出は9/13



　

日
程

９月２６日（木）13:00～　環境厚生分科会
９月２７日（金）10:00～　産業建設分科会
９月３０日（月）10:00～　総務文教分科会

（担当部入室）

担
当
部
説
明

担当部から説明を受けます。
（事務事業評価資料に基づく）

個
人
評
価

討
　
議
・

質
　
疑
・

評価の判断材料として、説明に対する質疑を行います。
委員の意見を出し合い、自由に討議を行います。
質疑・討議を行いつつ各委員が個人評価を行います。（個人評価表の記入）

ま
と
め

個人評価から分科会の評価結果をまとめます。
　○評価（拡充、現状維持、休止等）の決定
　○評価に至った理由等
※ほぼまとまった段階で、担当部の意見を求めます。

（担当部退室）

事務事業評価

担当部・事務事業ごとの評価フロー

各分科会で決定



平成２７年度決算　事務事業評価対象事業（Ｈ２８．９実施）

総務文教分科会

1 生涯学習推進経費

2 地域イントラネット管理経費

3 要保護・準要保護児童生徒援助経費（小学校費・中学校費）

4 放課後児童対策経費

環境厚生分科会

1 ごみ減量・資源化等推進事業経費

2 生活困窮者自立支援事業経費

3 老人クラブ育成経費

4 地域生活支援事業経費

産業建設分科会

1 商店街等活性化推進事業

2 公園緑地管理経費

（財団活動経費（生涯学習かめおか財団補助金）、生涯学習賞経費）



区　分 № 評価の視点 評価

必要性 1
市民ニーズを的確に把握しているか。
目的に照らして事業の必要性はどうか。

妥当性 2
公的関与の範囲は適切であり、市が行う
べき事業であるか。

効率性 3
事業の手法は適切で、効率的に行われて
いるか。

費用対効果 4 コストに比して費用対効果は高いか。

成　　果 5 十分成果があらわれているか。

★評価は○△×を記入

委員会
論点

評価

意見
改善点など

事務事業評価表

評価対象事務事業名

評価理由

　　１　拡充
　　２　現状維持
　　３　見直しの上継続
　　４　見直しの上縮小
　　５　休止・廃止・終了
　　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

評価結果 2　現状維持

事前に分科会で整理



 担当課

一般 会計 款 項 目

対象事務事
業 名

主要施策
報 告 書

○○ページ

目 的 事業の目的は何か

成 果

金額

0

0人 ×@7,348,000= 0

合計 0

金額

0

今後の課題は何か

※職員の平均人件費を参考数値として示している

計

課 題 ・
方 向 性

今後の方向性はどうか

計

事業に携わった職員数は

財 源
上記経費に対する財源（特
定財源のみ）は

内訳 説明

目的に対する成果は何か

コ ス ト

事業に係る経費は

内訳 説明

平成２７年度決算事務事業評価資料（H28.9審査）　　　

手 法 ・
活 動 実 績

目的達成のために行った
手法は何か

□直接実施　　　　　　□業務委託　　　　　　□指定管理

□補助金支給　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

目的達成のために行った
活動とその実績は何か

※



＜記入例＞

担当課 議会事務局

一般 会計 款 議会費 項 議会費 目 議会費

対象事務事
業 名

主要施策
報 告 書

○○ページ

目 的 事業の目的は何か

成 果

金額

1,723,275

167,756

1,891,031

0.25人 ×@7,348,000= 1,837,000

合計 3,728,031

金額

0

今後の課題は何か

※職員の平均人件費を参考数値として示している

計

課 題 ・
方 向 性

議会だよりに対する市民ニーズを把握し、掲載内容の充実に努め、
より多くの市民に読んでいただくこと。
如何にして物事が決定されていくのか、その審議状況をよりわかりや
すく伝えていくこと。

今後の方向性はどうか

議会だよりは、編集委員会、広報広聴特別委員会、広報広聴会議と編集組
織を充実発展させる中で、議員自らが主体的に編集に携わっている。議会
活動を市民に伝えることはもとより、議会が自らの活動を再認識する大きな
ツールととらえている。今後も、課題を解決しながら、目的達成に向けて引き
続き、議会だよりを発行する。

3月号32,000部、6月号31,800部、9月
号31,850部、12月号32,000部、臨時
会号31,700部

計

事業に携わった職員数は

財 源
上記経費に対する財源（特
定財源のみ）は

内訳 説明

一般財源のみ

平成２７年度決算事務事業評価資料（H28.9審査） 

目的に対する成果は何か

市民の議会や市政への関心が高まり、市民の市政参加が進むこと。
・内容の充実度「議会の活動が伝わってくる」52.8%（議会報告会アンケート平均値）
・本会議傍聴者数357人、インターネット中継年間アクセス数ライブ5,937件、録画
15,524件

コ ス ト

事業に係る経費は

内訳 説明

定例会号
1部当たり13.5円、127,650部発行

需用費（印刷製本費）、定例会号表
裏、4、5、8、9頁カラー、その他１色、
全16頁、臨時会号 全カラー４頁

臨時号
1部当たり5.292円、31,700部発行

議会だより発行事業

市民に積極的な情報公開を行い、説明責任を果たすこと。
透明性を高め、市民に開かれた議会とすること。
それらにより、市民の議会や市政への関心が高まり、市民の市政参加が進
むこと。
（議会基本条例第3条議会の活動原則、第16条広報広聴の充実）

手 法 ・
活 動 実 績

目的達成のために行った
手法は何か

■直接実施　　　　　　□業務委託　　　　　　□指定管理

□補助金支給　　　　 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

目的達成のために行った
活動とその実績は何か

・広報広聴会議で編集。
　（各号の編集にあたり広報広聴会議を概ね１回、広報部会を複数回開催）
・議会だよりの発行、全戸配布及び主要公共施設への配置。
　（定例会号（年４回）＋臨時号（年１回）を１回あたり約３１，８７０部発行）

※



＜凡例＞

Ａ：成果が十分に上がっている

Ｂ：相当程度の成果がある

Ｃ：成果が不十分である

⑨外部有識者等会議

項目 目標値(H28.3) 実績値 評価 特記事項 委員意見

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

助成交付件数 15件 21件

企業訪問件数 5事業所 113事業所

当該事業により市内事業
所に新たに正規雇用され
た市民

30人 42人

加入店件数 30店舗 39店舗

当該事業を通じた創業件
数

20件 7件

⑦重要業績評価指標（KPI） ⑧所管課

Ａ
　今後、KPIの達成度を効果検
証し、必要に応じ戦略の見直し
が必要となる。

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）　亀岡市評価シート

№ ①事業名 ②担当課 ③申請額 ④実績額 ⑤事業概要 ⑥取組内容と成果

亀岡市総合戦略策定事業 企画調整課 7,000,000 6,284,700

　本市の特性を踏まえ、地域の
活性化を生み出す「亀岡市総合
戦略」を策定するために、必要
な専門的な調査等を実施する。

　平成26年に成立した「まち・
ひと・しごと創生法」に基づ
き、「後期基本計画」との整合
性を図りつつ、「亀岡市人口ビ
ジョン・総合戦略」を平成28年
2月15日に策定し公表した。

・亀岡市まち・ひと・しごと創
生総合戦略会議の開催
・亀岡市人口ビジョン・総合戦
略の策定（H28.2.15策定・公
表）

2 元気企業支援事業 ものづくり産業課 11,000,000 9,291,000

　市内中小企業への訪問活動等
を通じて、活動状況や展開意
向、支援ニーズを把握し、新製
品・新技術の開発や販路開拓、
職場内の問題解決や活性化等の
研究に対しその経費の一部を助
成する。

　かめおか元気企業支援助成の公
募を実施し、21件を交付。（1次募
集H27.4.1からH27.5.15、2次募集
H27.7.21からH27.8.31）
　また、H27.4.1からものづくり産
業専門支援員を配置し、かめおか
元気企業支援助成交付事業者の伴
走支援及び113事業者への巡回相談
を実施。
　事業評価については、学識経験
者等の委員で構成する平成27年度
亀岡市ものづくり産業振興会議
(H28.2.23開催)において行った。

Ａ

1

　今後も、亀岡市ものづくり産
業振興ビジョン(H25.3策定)に
基づき、振興施策として各機関
と連携した支援を継続する。

3 ものづくり産業雇用支援事業 ものづくり産業課 10,000,000 11,504,062

　市内事業所における市民の新
たな正規雇用に対して助成金を
交付し、市民の安定的かつ長期
的な雇用を促進し、他市町村か
らの転入者を含む市内住民の定
住促進及び人口増加を図る。

　平成27年度は、113事業者へ
企業訪問を行い制度の周知を
図った。その結果、制度が浸透
し、正規雇用の増加につながっ
た。
　事業評価については、学識経
験者等の委員で構成する平成27
年度亀岡市ものづくり産業振興
会議(H28.2.23開催)において
行った。

企業訪問や関係機関との連携に
努め、制度周知のための取組み
等を図る中で、当該助成制度の
更なる活用を推進し、積極的な
企業支援を促進する。

4
地域商品券キャッシュレス環
境整備事業（地方消費促進事
業）

ものづくり産業課 6,500,000 6,500,000

　市内で利用できる電子媒体
（電子マネー）の環境整備を推
進し、消費の市外流出を抑止
し、地域経済の振興を促す。

5 創業バウチャ事業 ものづくり産業課 7,000,000 1,475,000

Ａ

　市内における創業を促進する
ため、起業時における費用負担
を行い、地域経済の新陳代謝に
よる活性化を図る。

　申請者に対し、融資額の
3％、広告宣伝に要した費用の
50％を助成した。

・亀岡市創業支援助成金交付要
綱の制定
・キラリ☆亀岡おしらせ・亀岡
市ホームページ等による事業広
報

Ｂ

創業件数（申請数）は目標に達
しなかったが、一定の創業件数
があり、今後地域商工業の振興
のために、当該事業を促進して
いく必要がある。

　多様化している消費者ニーズ
と購買動向に対応するため、
カード決済が可能な小売店舗の
商業環境を整えるため、地元商
店39店舗にICカード端末機を設
置した。
　また、既存の商業カードの利
用も促進させ、更に消費の拡大
と地元商店への誘客を図るため
の商業基盤を整備した。

Ａ

今後、電子マネー決済・カード
決済ができる店舗を増加させ、
商業インフラの充実をはかり、
地域経済の活性化を促進する。



＜凡例＞

Ａ：成果が十分に上がっている

Ｂ：相当程度の成果がある

Ｃ：成果が不十分である

⑨外部有識者等会議

項目 目標値(H28.3) 実績値 評価 特記事項 委員意見

⑦重要業績評価指標（KPI） ⑧所管課
№ ①事業名 ②担当課 ③申請額 ④実績額 ⑤事業概要 ⑥取組内容と成果

ﾁｹｯﾄ販売総数
（まちバル）

900冊 602冊

出店総数
（まちバル）

60店舗 69件

出店総数
（100円商店街）

60店舗 128店舗

事業開催1ケ月後の個展
売上（共通）

10％増 19％増

外国人入込客数
（1％増）

29,222人
（H27.12）

48,304人

るるぶ京都亀岡特別編集
配布数

20,000部 115,175部

るるぶ京都亀岡
アプリダウンロード数

2,200件 4,973件

外国人入込客数
（1％増）

29,222人
（H27.12）

48,304人

海外向け30分番組作成 1本 1本

海外TV番組放映回数 1回 1回

海外動画サイトへの掲載 1回 1回

台湾でのﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ実施回
数

2回 2回

外国人入込客数
（1％増）

29,222人
（H27.12）

48,304人

訪日外国人旅行者案内数
・JR亀岡駅観光案内所

2,700人 3,689人

訪日外国人旅行者案内数
・JRﾄﾛｯｺ駅観光案内所

11,000人 24,397人

7
観光地のインバウンド向け多
言語表示事業

観光戦略課 5,824,000 10,134,504

6 地域商業活性化事業 ものづくり産業課 6,000,000 6,000,000

　にぎわい交流人口の拡充に向
け、外国人観光客の誘致等のイ
ンバウンドを推進する上で欠か
すことのできない、観光看板の
言語バリアフリー化や多言語版
パンフレット作成等、外国から
の観光客誘致を図る。

①多言語版観光看板作成
　　駒札　　　　　　　　3基
　　道標　　　　　　　　1基
②多言語版るるぶ京都亀岡特別
編集作成
　　英､韓､繁体､簡体字各5万部
　　日本語　　　　　　10万部
③レンタサイクルマップ作成・
増刷
　　市内4エリア分
　　英、繁体字　　各1.5万部
　　韓、簡体字　　各1万部
　　日本語　　　　　2.5万部

Ａ

外国人入込客数が急増する中、
作成したパンフレット等を活用
した観光案内を実施することが
できた。
増刷時等に、観光客のニーズに
応じた内容等の変更等が必要で
ある。

・10/30～11/1「街バル2015＆
こどもバル開催（大井町）」
・10/31～11/3「540プラスバル
開催（アルプラザ亀岡店）」
・11/7「うまほりハロウィンバ
ル開催（馬堀駅前）」
・11/21「亀岡駅前100円商店街
開催（亀岡駅前等）」
・2/27「うまほり100円商店街
開催（馬堀駅前）」
・キラリ☆亀岡おしらせ・亀岡
市ホームページ等による事業広
報

Ａ

通常のイベントと比べて、直接
各店舗の売上・PRに効果があ
り、売上アップ目標も達成でき
た。新規性も高く、来場者も目
に見えて多かった。今後はマン
ネリ化しないよう、リニューア
ルを繰り返しながら、事業の継
続を考えていく必要がある。

　地域資源を活用した「まちバ
ル」「100円商店街」を開催
し、商業店舗や地域の特産品な
どを知ってもらうとともに、利
用拡大を促し商業振興に繋げて
いく。

9
観光セールスプロモーション
支援事業（販路開拓支援事
業）

観光戦略課 1,100,000 1,723,943

8
海外メディアコンテンツ「関
西印象～亀岡・嵯峨・嵐山
～」等作成・配信事業

観光戦略課 2,700,000 2,700,000

　本市観光振興及び地域経済の
活性化のため、国内のみなら
ず、アジア諸国などから外国人
観光客の誘客を図り、賑わい交
流人口を拡充する。

　国内外に向けた各市場の特性
に合わせた効果的な観光誘客プ
ロモーション等を実施した。

①旅まつり（旅行博）及び首都
圏への観光プロモーション等
３回
　　　　　　458千円
②台湾での京都丹波観光プロ
モーションの実施
２回

Ａ

台湾（台北、台中、台南）、東
京、名古屋の旅行社を訪問し、
ツアー造成担当者等へ直接、本
市の魅力を伝えることができ
た。今後においても、ツアー造
成いただくため、シーズンごと
に最新の情報を提供する必要が
ある。

　世界的観光都市、京都市から
もう一足伸ばして亀岡へ来てい
ただけるよう、中国メディアへ
情報発信を行った。

・本市内の魅力ある観光地を盛
り込んだツアー番組を制作し、
上海テレビの「関西印象」で放
映。当該番組の画像データにつ
いてはDVD化し、中国市場向け
プロモーション資料として活用
した。

Ａ

外国人入込客数が急増、特に訪
日外国人旅行者数が最も多い中
国本土へ向け、本市知名度の向
上を図ることができた。今後
も、今回作成したDVDを活用し
て、中国市場向けプロモーショ
ンを行っていく。

　国外市場へ配信できる映像
データ等を制作し、海外メディ
アへ広く情報を発信すること
で、本市知名度の向上、外国か
らの観光客誘客を図る。

10
外国人観光客向け観光案内所
窓口強化事業

観光戦略課 4,872,000 7,422,840

多くの外国人観光客が利用され
る、JR亀岡駅観光案内所及びト
ロッコ亀岡駅観光案内所に、英語
で観光案内できる人材をそれぞれ1
名配置した。
　JR亀岡駅観光案内所に続き、ト
ロッコ亀岡駅観光案内所において
も日本政府観光局認定「外国人観
光案内所　カテゴリー1（常駐でな
くとも何等かの方法で英語対応可
能、地域の案内を提供できる）」
の認定を取得する等、外国人観光
客のニーズに応じた案内業務を行
うことができた。

Ａ

本市の観光を楽しんでいただけ
るよう、観光案内の言語バリア
フリー化を推進することができ
た。今後も増加が見込まれる外
国人観光客のニーズに応えた観
光案内を行うことで、本市内の
観光地を巡っていただき、観光
消費額の増と、SNS等による本
市観光情報の拡散を図る。

　外国人観光客が、必要な情報
をすぐに得ることができ、本市
の観光を楽しんでいただけるよ
う、観光案内の言語バリアフ
リー化を推進し、満足度の高い
「おもてなし」の環境を整備す
る。



＜凡例＞

Ａ：成果が十分に上がっている

Ｂ：相当程度の成果がある

Ｃ：成果が不十分である

⑨外部有識者等会議

項目 目標値(H28.3) 実績値 評価 特記事項 委員意見

⑦重要業績評価指標（KPI） ⑧所管課
№ ①事業名 ②担当課 ③申請額 ④実績額 ⑤事業概要 ⑥取組内容と成果

宝探しゲーム参加者 5,000人 4,667人

市内における新規就農者
数

4人 8人

認定農業者等での新規就
農希望研修生の受入数

8件 6件

農産物直売所販売金額 1,196,000円
※京都府が取りまとめる
が、まだ未集計。

地元野菜・亀岡牛取扱店
舗数

50箇所 58箇所

合計 83,166,000 83,166,000

11
丹波亀山城下町まち歩き誘客
事業

観光戦略課 2,000,000 2,589,329

　観光客等の市内滞在時間延長
に繋がる誘客事業「宝探しゲー
ム」を実施し、本市観光情報の
発信とにぎわい創出を図る。

　参加者がJR亀岡駅観光案内所
で宝探しの地図等を受け取り、
クイズを解きながら古い町並み
が残る、明智光秀公ゆかりの城
下町散策、商店街グルメ等を楽
しむことでにぎわい創出を図っ
た。
　また、参加者が協賛店での食
事やお土産、各種サービス等の
利用がお得になる等のサービス
を受けられるシステムを作り、
地元商店会等の活性化を図っ
た。

Ａ

観光客の市内滞在時間の延長を
図ることができること、また、
地元商店会の協賛を受けたこと
で、店舗へ立ち寄っていただく
仕組みができるなど、市内消費
の拡大につながる事業を実施で
きた。

12 農の担い手新規就農支援事業 農林振興課 2,000,000 1,500,000

　本市の主要産業である農業の
担い手不足を解消するため、認
定農業者等が新規就農希望者を
受け入れ、農業の生産及び経営
技術の習得等を指導するために
必要となる経費の一部を助成す
ることで、地域農業の担い手の
確保・育成と地域農業の活性化
を図る。

　認定農業者等が地域農業の担
い手となることを目指す新規就
農希望者に技術の習得等を目的
として、研修・指導するために
要する経費の一部を助成した。

Ｂ
今後も引き続き、地域農業の担
い手の確保・育成と地域農業の
活性化を図る必要がある。

16,040,622

　本市で生産される農産物及び
特産品である亀岡牛の需要を喚
起し、消費拡大を図るため、市
内直売所等での販売、給食利用
等の地産地消を推進し、地域農
業の活性化を図る。また、農産
物直売所の運営及び農業体験を
行う農業者の組織を支援し、地
域の拠点づくりを促進する。

　学校給食への地元産食材の利
用や料理塾を通じて、地産地消
や食文化の伝承に努めた。

　食と農について考え、地産地
消を推進する「アグリフェス
タ」や「亀岡の行事と行事食」
発行記念イベントを実施した。

　衛生管理対策として、亀岡市
食肉センターの大規模修繕を実
施するとともに、亀岡牛ブラン
ド振興のための盾を作成した。

Ａ
更なる地元野菜・亀岡牛振興の
ため、新たな戦略も必要に応じ
て取り入れていく。

13 地産地消推進事業 農林振興課 17,170,000


